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平成30年度　社会福祉事業決算報告

平成30年度　貸借対照表 平成31年3月31日現在

　平成30年度における板倉町社会福祉協議会の決算及び事業内容は、次のとおりでしたのでご報告

いたします。今後とも、ご理解ご協力をお願い申し上げます。

収入合計
334,086,200円

介護保険収入
165,568,166 円

受託金収入
58,534,778 円

前期末支払資金残高
30,469,331 円

補助金収入
38,860,990 円

事業収入
8,820,865 円

会費収入
3,927,400 円

その他の事業収入
18,997,700 円

その他の活動収入
8,906,970 円

支　出

支出合計
334,086,200 円

人件費支出
199,778,875 円

事業費支出
68,626,273 円

その他の活動支出
6,667,380 円

事務費支出
20,543,166 円

貸付事業支出
110,000 円

共同募金配分金事業費
3,353,196 円

助成金支出
870,000 円

負担金支出
71,227 円

当期末支払資金残高
34,066,083 円

収　入

資産の部
当年度末 前年度末 増減

流動資産 58,896,066 51,015,539 7,880,527
　現金預金 32,612,497 23,831,342 8,781,155
　事業未収金 26,283,569 25,673,471 610,098
　未収金 0 1,510,726 △ 1,510,726
固定資産 186,233,930 189,896,790 △ 3,662,860
基本財産 59,142,399 61,379,287 △ 2,236,888
　基本財産特定資産 1,000,000 1,000,000 0
　建物 58,142,399 60,379,287 △ 2,236,888
 その他の固定資産 127,091,531 128,517,503 △ 1,425,972
　建物 3,933,110 4,227,546 △ 294,436
　構築物 874,598 1,101,248 △ 226,650
　機械及び装置 2 2 0
　車輌運搬具 12 67,247 △ 67,235
　器具及び備品 3,459,729 4,131,040 △ 671,311
　退職手当積立基金預け金 95,833,420 95,769,760 63,660
　板倉町社会福祉基金積立資産 10,000,000 10,000,000 0
　施設・設備整備積立資産 12,038,602 12,038,602 0
　リサイクル預託金 39,510 39,510 0
　貸付事業貸付金 912,548 1,142,548 △ 230,000

資産の部合計 245,129,996 240,912,329 4,217,667
負債の部

当年度末 前年度末 増減
流動負債 33,065,983 28,547,208 4,518,775
　事業未払金 16,885,982 12,478,614 4,407,368
　未払費用 5,521,793 5,830,707 △ 308,914
　預り金 2,422,208 264,382 2,157,826
　職員預り金 0 1,972,505 △ 1,972,505
　賞与引当金 8,236,000 8,001,000 235,000
固定負債 95,833,420 95,769,760 63,660
　退職給付引当金 95,833,420 95,769,760 63,660

負債の部合計 128,899,403 124,316,968 4,582,435
純資産の部

基本金 1,000,000 1,000,000 0
　第３号基本金 1,000,000 1,000,000 0
基金 10,000,000 10,000,000 0
　板倉町社会福祉基金 10,000,000 10,000,000 0
国庫補助金等特別積立金 11,002,500 11,392,500 △ 390,000
その他の積立金 12,038,602 12,038,602 0
　施設･設備整備積立金 12,038,602 12,038,602 0
次期繰越活動増減差額 82,189,491 82,164,259 25,232
(うち当期活動増減差額) 25,232 △ 16,376,643 16,401,875

純資産の部合計 116,230,593 116,595,361 △ 364,768
負債及び純資産の部合計 245,129,996 240,912,329 4,217,667
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１．社会福祉活動の啓発宣伝
　○ 社協活動の住民周知及び活動の理解を得るため

に、社協だより（年４回）を発行し啓発に努めた。
　○ 社協のホームページを更新し新たな情報を提供

するとともに、町民以外にも社協の事業への理
解を図った。

　○ いたくら福祉まつりを開催し、福祉関連事業の
趣旨普及に努めた。

２．社会福祉の拡大と助長
（１）低所得者対策
　○生活福祉資金（県委託）
　　 生活福祉資金は、低所得者世帯及び障害者世帯、

高齢者世帯に対して必要な資金を低利あるいは
無利子で貸し付けるもので、この利用により経
済的自立に必要な生活面での援助を行った。また、
貸付者へ訪問調査と償還指導を実施した。

　　新規貸付１件　訪問調査３回
　〇生活困窮者自立支援事業
　　 「経済的に困窮し、最低限度の生活を維持できな

くなるおそれのある」生活困窮者に対して、生
活や就労等の相談支援を行った。

　　相談件数１件
　○小口生活資金（町社協）
　　 低所得者世帯に対し、緊急かつ一時的に必要な

生活資金を貸し付けるもので、資金の貸付によ
り低所得者世帯の生活の助長安定を図った。また、
貸付者への訪問調査、償還指導を行った。

　　新規貸付３件　訪問調査６回
（２）高齢者・身体障がい児（者）福祉の増進
　○ 地域支援事業の実施（地域包括支援センター、

在宅支援センターと共催）
　　 高齢者の閉じこもりと介護予防を目的としたサ

ロンの普及と運営への協力。（14ヶ所）
　　 高齢者を対象とした介護予防事業（アクティブ

教室）の実施。
　　実施回数　18回　参加者延べ人数　333名
　○介護用品の貸出
　　 高齢者等の肉体的・精神的負担の軽減を図るた

め介護用品を無償で貸出した。　車椅子 14件　
介護ベッド １件　ｴｱｰﾏｯﾄ １件

　○福祉車両（車いす仕様車）の貸出
　　 車いすを必要とする障がい者及び高齢者等への

移動の援助として福祉車両を無償で貸出しを
行った。　76件

　○配食サービス事業
　　 ボランティアみずほ会及び個人ボランティアの

協力を得て、一人暮らし高齢者への配食サービ
スを毎月１回実施した。

　　利用者　59名　　延べ人数　724名
　　 一人暮らし高齢者世帯等へ、おせち料理を宅配

した。
　　世帯数　99世帯
　○ダイヤモンド婚式・金婚式合同祝賀会
　　 福祉センターを会場に、ダイヤモンド婚式及び

金婚式を迎えたご夫妻に、記念品の贈呈と祝賀
会を行った。

　　ダイヤモンド婚式　４組　　　金婚式　23組
　○クリスマスのつどいの開催
　　 在宅障がい児（者）及びその家族を交えて、「ク

リスマスのつどい」を開催した。　参加者41名
　○視覚障がい者音読サービス事業の実施
　　 視覚障がい者等に対し、ボランティア「声のリ

ボン」の協力を得て、町広報誌及び社協だより
等の音読CDを貸出した。

　○思いやり福祉サービス事業
　　 介護保険制度を受けない高齢者や障害者で、日

常生活においての軽微な支援が必要な方に対し、
協力会員による有料のサービスを行った。

　　利用会員数　13名　　協力会員数　９名
　　延べ利用者数　269名
　○ 手話奉仕員養成講習会（館林市・板倉町・明和

町合同）
　　開催日数　25日　　参加者　２名

（３） 児童福祉の増進
　○ 板倉町学童保育対策事業管理運営（町委託）　板

倉町北学童クラブ・みつばち学童クラブ１・み
つばち学童クラブ２

　○ 社会福祉協力校（北・東・南・西小学校・板倉
中学校・板倉高校）の活動に協力援助した。

　○ 一円玉福祉募金（年２回：７月、12月）
　　実績額　35,472円

（４）福祉人材の育成
　○ 大学等の社会福祉実習生を受け入れ、実習活動

に協力した。
（５）福祉関係団体への協力と援助
　○ ８団体（遺族会、老人クラブ連合会、みずほ会、

入浴サービスやすらぎ会、母子寡婦会、心身障
害児（者）療育父母の会、ボランティア連絡協
議会、朗読ボランティア「声のリボン」）の事務
及び活動への協力と援助を行った。

　○ 遺族会の昇殿参拝事業及び町戦没者追悼式への
協力など、戦没者の慰霊、遺族援護活動を行った。

　○ 町民や社協等とのパイプ役として活躍する、民
生（児童）委員の活動への協力を行った。

（６）ボランティアセンター事業運営の強化
　○ みずほ会、やすらぎ会、ボランティア連絡協議会、

朗読ボランティア「声のリボン」の活動への援
助を行った。

　○ ボランティア保険への加入促進、視察研修等の
支援を行った。

　○ ボランティア需給のコーディネート活動を行っ
た。

　○芸能ボランティア活動への協力を行った。
（７）福祉相談事業の充実強化
　○ 総合支援事業を展開し「なんでも福祉相談」窓

口として、相談員を配置し地域のかたの生活や
福祉に関する相談を受け対応した。

　○群馬県ふくし相談総合支援事業へ参加した。
３．募金運動の推進

（１）赤い羽根共同募金の推進
　○赤い羽根共同募金 [10月１日から12月31日]
　　実績額　1,939,671円
　　12月７日、板倉高校生と街頭募金実施

（２）歳末たすけあい運動の推進
　○歳末たすけあい運動 [12月１日から12月31日]
　　実績額　1,750,740円
　　施設慰問及び町内配分を行った。

（３）福祉バザーの実施
　○ 町民の温かい理解と協力により福祉バザーを実

施した。
　　売上総額　593,290円
４．福祉サービス利用支援事業

（１）日常生活自立支援事業
　○ 認知症高齢者・知的障がい者・精神障がい者等

判断能力の低下から日常生活に支障をきたす方
に対し、契約により福祉サービス利用のための
支援や、日常的金銭管理及び指導を行った。

　　利用者　８名　　支援員　５名
５．指定管理事業

（１） 板倉町総合老人福祉センターの管理運営（町委
託）

（２）板倉町デイサービスセンターの管理運営
（３） 板倉町地域活動支援センターの管理運営（町委

託）
（４） 板倉町障害者デイサービスセンターの管理運営

（町委託）
６．板倉町社会福祉協議会独自事業

（１）小規模多機能施設「えがお」の経営

平成30年度社会福祉法人板倉町社会福祉協議会事業報告書

令和元年度社協特別会員会費募集のお願い
皆さまの会費が地域の福祉をささえます

地域福祉の充実のため、特別会員
会費募集に、ご理解とご協力をお
願いいたします。

○社協だよりの発行  ○福祉団体等への助成金
○地域支援事業の経費  ○いたくら福祉まつりの経費
○福祉車輌貸出経費  ○講座開催経費　　など

特別会員会費の使途

※ 　特別会員とは、本会の趣旨に賛同し、特別会費１口5,000円をご協力いただいた篤志家・会社及び個人をいいます。
　　尚、ご協力いただいた法人・事業所・個人名を、社協だよりに掲載させていただいております。

本年度も社会福祉協議会職員が、会員会費募集のお願いにお伺いさせていただきますので、ご協力いただけ
ますようよろしくお願いいたします。

　本会の運営につきましては、常日頃より格別なるご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図り、「安心して暮らせる町づくり」の実現を目指し、住民自らが参加し、
考えながら実行する民間の福祉団体です。町内の知識経験者・団体の代表者等が、理事・監事・評議員として運営
にあたっています。
　事業の実施や、組織運営のための主な財源は、皆さまからの会員会費や町からの補助金等で支えられています。
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　板倉町社会福祉協議会では、「群馬県ふくし総合相談支援事業」へ参加しています。
　現在、改正社会福祉法の施行により、社会福祉法人は「地域における公益的な取組」を実施する事が責務となり
ました。
　既存の制度では対応が困難なニーズや現代社会の中で深刻化する生活課題の解決に向け積極的に取り組むことは、
社会福祉法人の本旨だと考えます。
　板倉町社会福祉協議会では、総合支援事業を展開し、地域の様々な問題と向き合い、地域福祉の充実を図りたい
と考えています。
　「なんでも福祉相談」は、どこに相談したらよいかわからないといった地域のかたの生活や福祉に関する困りご
とを、受け止める役割を担います。一人で悩まず、どんな悩み事もご相談ください。

相談窓口
板倉町社会福祉協議会「総務係」までご相談ください。　電話：82－3900　FAX：82－3759

生活上のお困りごと
私たち社会福祉法人に

ご相談ください！

　オレンジカフェ社協は、認知症の方やその家族、地
域住民等、どなたでもご自由に参加できる集いの場で
す。
　情報交換などおいしいコーヒー、紅茶を飲みながら
おしゃべりしませんか？
　ケアマネージャー等の福祉・介護の専門職も参加し
ていますので、介護や認知症の相談もできます。また、
地域活動支援センターも協力しており、社会交流の促
進も図っています。
　まずはどうぞお気軽にご参加ください。

日　　時　　原則毎月第２木曜日
　　　　　　午後１時30分～午後３時

場　　所　　板倉町総合老人福祉センター

参 加 費　　 100円（コーヒー、紅茶おかわり自由　
お茶菓子付き）

＊日時は都合により変更になる場合がございます。
　あらかじめご了承ください。
＊ 脳トレ用の読み書き計算教材やレクリエーションな

ど、随時実施しています。

問合せ先　　板倉町社会福祉協議会　　　　☎82-3900
　　　　　　板倉町地域包括支援センター　☎82-1111

なんでも福祉相談

オレンジカフェ社協開催!!

期　　日 期　　日

８月８日（木） 12月12日（木）

９月12日（木） １月９日（木）

10月10日（木） ２月13日（木）

11月14日（木） ３月12日（木）
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８
月
15
日
︵
木
︶、
16
日
︵
金
︶
は
お

盆
中
の
た
め
、
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

︵
た
だ
し
、
事
務
所
は
通
常
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。︶

日　

時
：
９
月
16
日
︵
月
：
敬
老
の
日
︶

　
　
　
　

午
前
10
時
～

場　

所
：
総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
集
会
室

︵
手
品
、
踊
り
、
歌
、
ダ
ン
ス
、
楽
器
演
奏
な
ど
︶

※ 

出
演
者
募
集
に
つ
き
ま
し
て
は
、
館
内
チ
ラ
シ

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

北
学
童
ク
ラ
ブ
・
み
つ
ば
ち
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
年
恒
例
の
館
林
ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル
店
に
展
示
す

る
、
七
夕
飾
り
の
作
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

飾
り
作
り
に
つ
い
て
は
各
学
年
、
宿
題
が
あ
る

為
、交
代
し
な
が
ら
毎
日
、少
し
ず
つ
作
り
ま
し
た
。

折
り
紙
、
工
作
が
好
き
な
児
童
は
作
り
方
を
見
て

綺
麗
な
飾
り
を
仕
上
げ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

願
い
事
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
短

冊
に
書
き
、
願
い
事
を
書
い
た
数
日
後
に
﹁
も
う
、

願
い
事
が
叶
っ
た
ん
だ
﹂
と
嬉
し
そ
う
に
報
告
し

て
き
た
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

館
林
ア
ゼ
リ
ア
モ
ー
ル
店
で
は
現
在
、
展
示
中

で
す
の
で
是
非
、
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
第
４
回 

敬
老
の
つ
ど
い
』

を
開
催
い
た
し
ま
す

総合老人福祉センター＆学童クラブ総合老人福祉センター＆学童クラブ総合老人福祉センター＆学童クラブ総合老人福祉センター＆学童クラブ

　

７
月
12
日
︵
金
︶
板
倉
町
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、
第
19
回
輪
投
げ
大
会
︵
主
催
：
板
倉
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

会
長　

荻
野
美
友
︶
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
ス
ポ
ー
ツ

に
よ
る
健
康
増
進
を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

35
チ
ー
ム
総
勢
約
２
２
０
名
の
会
員
が
集
い
ま
し

た
。

　

競
技
が
始
ま
る
と
、
輪
投
げ
の
音
と
と
も
に
歓

声
が
響
き
渡
り
、
会
場
内
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。

　

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝
：
泉
野
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
Ａ

準
優
勝
：
泉
野
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
Ｂ

第
３
位
：
原
宿
長
寿
会
Ｃ

第
４
位
：
岩
田
長
寿
会
Ａ

第
５
位
：
原
宿
長
寿
会
Ａ

　

今
年
度
は
邑
楽
郡
大
会
の
会
場
が
板
倉
町
の
た

め
、
上
位
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
す
。

七
夕
飾
り

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

輪
投
げ
大
会

▲優勝 泉野エバーグリーンクラブＡチーム

い　

つ
：
毎
週
水
曜
日

時　

間
：
４
月
～
10
月　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
　
　
　

11
月
～
３
月　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

利
用
料　

 

無
料　

足
ふ
き
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

～
足
元
か
ら
健
康
に
～

流
れ
る
足
湯 

ご
利
用
く
だ
さ
い

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ
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板倉町

デイサービスセンター
　

６
月
に
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ

を
実
施
し
ま
し
た
。
色
々
な
種

類
の
お
菓
子
か
ら
好
き
な
物
を

選
ん
で
い
た
だ
き
召
し
上
が
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。﹁
た
く
さ
ん

食
べ
て
お
腹
い
っ
ぱ
い
﹂
と
と

て
も
満
足
さ
れ
て
い
た
方
が
多

く
、
喜
ば
れ
て
い
た
だ
け
た
様

子
で
し
た
。

　

６
月
、
７
月
と
そ
ば
道
場
の
皆

様
の
協
力
を
得
て
﹁
そ
ば
会
﹂
を

行
い
ま
し
た
。
目
の
前
で
打
っ
て

い
た
だ
い
た
、
で
き
た
て
の
そ
ば

の
味
は
格
別
で
毎
年
と
て
も
好
評

で
す
。
そ
ば
道
場
の
皆
様
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来

年
も
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

七
夕
行
事
で
は
皆
様
に
短
冊

に
願
い
事
を
書
い
て
も
ら
い
、

笹
に
飾
り
つ
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
自
身
の
健
康
や
ご
家
族

の
こ
と
を
願
っ
て
書
い
た
短
冊

が
多
く
目
立
ち
ま
し
た
。
そ
し

て
今
年
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
う
ち

わ
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。
皆

様
個
性
あ
ふ
れ
る
う
ち
わ
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。
是
非
こ
の

夏
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
熱
さ

を
吹
き
飛
ば
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

そ
ば
会

七
夕

お
や
つ

バ
イ
キ
ン
グ

８
月

ス
イ
カ
割
り

納
涼
祭

９
月

お
や
つ
ツ
ア
ー

︵
お
や
つ
を
食
べ
に
外
出

し
ま
す
︶

10
月

運
動
会

福
祉
ま
つ
り

　

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

今後の
行事予定
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小規模えがお
　

６
月
11
日
︵
火
︶
あ
し

か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に

行
っ
て
来
ま
し
た
。
天
候

は
曇
り
で
し
た
が
、菖
蒲
・

紫
陽
花
と
季
節
の
お
花
も

輝
い
て
と
て
も
綺
麗
で
し

た
。
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
や
民
生
児
童
委
員
さ

ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
し
て
頂
き
、
ご
利
用
者

一
人
一
人
が
安
全
に
安
心

し
て
、
園
内
を
散
策
す
る

こ
と
が
で
き
、
笑
顔
の
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

あしかがフラワーパーク
お花が綺麗でした

そば会　そば道場
ありがとうございました

　

６
月
26
日
︵
水
︶、
そ
ば

道
場
の
皆
様
の
ご
協
力
を

得
て
﹁
そ
ば
会
﹂
を
行
い

ま
し
た
。
手
打
ち
そ
ば
が

食
べ
ら
れ
る
行
事
で
す
の

で
、
ご
利
用
者
か
ら
は
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い
る
声

が
多
く
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

今
後
も
、
ご
利
用
者
の
為

に
続
け
て
行
き
た
い
行
事

の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
ば
道
場
の
皆
様
来

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊ぜひ見てください!!＊
小規模えがおブログ　更新中!!

★http://itakuraegao.blog87.fc2.com/

ご利用者様のえがおが満開です
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地域活動支援センター

障害者デイサービスセンター

　

七
夕
に
供
え
る
た
め
、
ま
こ
も

馬
作
り
を
７
月
３
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
も
多
田
益
一
郎
さ
ん

と
橋
本
光
男
さ
ん
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
お
二
人
の
ご
指
導
の
も
と

作
成
し
ま
し
た
。
毎
年
の
恒
例
な

が
ら
も
作
成
す
る
の
に
苦
戦
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
皆
で
協
力
し
、

ま
た
丁
寧
な
ご
指
導
の
お
か
げ
で

立
派
な
ま
こ
も
馬
が
出
来
、
七
夕

飾
り
の
両
側
に
飾
り
ま
し
た
。

　

８
日
に
は
、
近
く
の
川
で
み
ん

な
の
願
い
を
込
め
て
ま
こ
も
馬
流

し
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
14
日
に
館
林
市
の
花
菖
蒲

園
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
菖
蒲
が

辺
り
一
面
に
咲
い
て
い
ま
し
た
。

綺
麗
な
菖
蒲
を
堪
能
し
た
後
は
近

く
の
公
園
も
散
策
し
、
帰
り
に
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
﹁
お
い

し
い
ね
！
﹂
と
大
満
足
の
一
日
で

し
た
。

　

今
年
も
野
菜
の
栽
培
・
収
穫
・

販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
６
月
に

は
じ
ゃ
が
い
も
を
収
穫
・
販
売
し
、

現
在
は
次
の
販
売
に
向
け
て
︽
ナ

ス
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
オ
ク
ラ
・

ピ
ー
マ
ン
・
パ
プ
リ
カ
・
唐
辛
子
︾

な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
収
穫

し
た
新
鮮
な
野
菜
は
福
祉
セ
ン

タ
ー
売
店
に
て
販
売
し
ま
す
の
で

そ
の
際
は
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く

だ
さ
い
。

　

６
月
12
日
に
茨
城
県
五
霞
市
に

あ
る
ヤ
ク
ル
ト
本
社
の
工
場
を
見

学
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
先
ず
工

場
内
で
会
社
概
要
の
映
像
を
見
て

説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
の
製
造

ラ
イ
ン
を
見
学
し
ま
し
た
。
い
ざ

製
造
ラ
イ
ン
の
見
学
が
始
ま
る
と

み
ん
な
興
味
津
々
と
い
っ
た
様
子

で
身
体
を
乗
り
出
し
て
見
学
し
て

い
ま
し
た
。

じゃがいも収穫
次の販売に向けて

準備中

現在の様子

ま
こ
も
馬
作
り

障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

所
外
活
動

野
菜
販
売

工
場
見
学
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◎
福
祉
車
両
貸
出

　

車
イ
ス
の
ま
ま
乗
る
こ
と
の
で
き
る
福
祉
車
両

の
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か
け
や
お
買
物
、
通
院
や

旅
行
等
の
日
常
生
活
の
利
便
性
を
図
る
と
と
も
に
、

イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参
加
な
ど
、
様
々
な
場
面
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

①
身
体
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
し
、
車
イ
ス
で

日
常
生
活
を
行
う
か
た

②
高
齢
の
た
め
、
車
イ
ス
で
日
常
生
活
を
行
う

か
た

③
傷
病
等
で
、
一
時
的
に
車
イ
ス
で
日
常
生
活

を
行
う
か
た

◆
申
込
書

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
費　

用　

燃
料
代
︵
１
㎞
10
円
︶

◎
介
護
用
品
貸
出

　

介
護
保
険
制
度
で
対
象
と
な
ら
な
い
か
た
に
、

介
護
用
品
を
貸
出
し
ま
す
。

◆
対
象
者

①
介
護
保
険
制
度
で
非
該
当
︵
自
立
︶
と
認
定

さ
れ
た
か
た

②
介
護
保
険
制
度
の
対
象
外
と
な
る
身
体
障
が

い
者
の
か
た

◆
費　

用　

無
料

◆
貸
出
品　

ベ
ッ
ド
、
車
イ
ス

◎
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
援
助
、
日
常
的
金
銭

管
理
サ
ー
ビ
ス
、
書
類
等
の
預
り
サ
ー
ビ
ス
を
生

活
支
援
員
が
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者

　

認
知
症
性
高
齢
者
、
身
体
障
が
い
者
及
び
精
神

障
が
い
者
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
か
た

◎
配
食
サ
ー
ビ
ス

　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
等
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
み
ず
ほ
会
が
お
弁
当
を
届
け
ま
す
。

◆
対
象
者

　

充
分
な
調
理
及
び
食
事
が
取
れ
ず
健
康
を
損
な

い
や
す
い
高
齢
者

・
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
か
た

・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

◆
費　

用　

無
料

◆
お
届
日　

毎
月
第
３
土
曜
日
の
昼
ご
ろ

◎
音
訳
サ
ー
ビ
ス

　

町
内
視
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
提
供
を
目
的
に
、

町
広
報
誌
の
音
訳
Ｃ
Ｄ
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者　

視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
か
た

◆
費　

用　

無
料

◆
貸
出
方
法　

毎
月
郵
送
に
て
音
訳
Ｃ
Ｄ
を
送
付

い
た
し
ま
す
。︵
要
返
却
︶

●
各
種
お
申
込
・
お
問
合
せ
は

　

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
７
６
ー
82
ー
３
９
０
０

み
な
さ
ま
の
善
意
に
感
謝
し
ま
す

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜
奉
仕
銀
行
・
寄
付
報
告
〜

（
令
和
元
年
５
月
〜
令
和
元
年
７
月
）

あ
っ
た
か
い

心

あ
っ
た
か
い

心

【
寄
付
品
】

○
匿
名
　
様
　
　
　
　
オ
ム
ツ
パ
ッ
ト
　
１
袋

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
・

金
婚
式
合
同
記
念
式
典

　

今
秋
、
開
催
す
る
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
・
金
婚
式
合

同
記
念
式
典
に
該
当
す
る
ご
夫
妻
の
申
請
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。申
請
者
に
は
後
日
、招
待
状
を
送
付
し
ま
す
。

◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式

　

 

昭
和
34
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
の
届

出
を
さ
れ
た
ご
夫
妻

　

︵
結
婚
60
年
目
︶

◆
金
婚
式

　

 

昭
和
44
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
の
届

出
を
さ
れ
た
ご
夫
妻

　

︵
結
婚
50
年
目
︶

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

　

 

認
め
印
を
持
参
の
う
え
、
左
記
の
い
ず
れ
か
に
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
板
倉
町
に
本
籍
が
な
い

ご
夫
妻
は
、
申
請
時
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
期
限

　

８
月
30
日
︵
金
︶

　

 

結
婚
の
時
期
が
不
明
な
か
た
で
板
倉
町
に
本
籍
が
あ

る
か
た
は
、
板
倉
町
役
場
介
護
高
齢
係
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

　

板
倉
町
役
場　

介
護
高
齢
係

 

☎
82

－

６
１
３
５

　

板
倉
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
82

－

３
９
０
０

各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
ご
案
内

お知らせ／掲示板


